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寄　稿

　我が国の代表的な赤煉瓦の建物は東の東京駅、西の大阪

市中央公会堂といわれ、いずれも渋沢栄一が建設に深く関

わっている。東京駅と渋沢はご承知の通リであるので大阪

市中央公会堂との関わりについて紹介する。

株式仲買人の岩本栄之助

　岩本栄之助は、１８７７（明治１０）年４月岩本栄蔵の次男と

して大阪三郷南組安堂寺町（現大阪市南区安堂寺橋）で生ま

れた。父栄蔵は両替商の「銭屋」を経営、明治中期の好景気

で株式や古金銀の売買で多大な利益を得て「株買いの聖者」

とまで評された。銭屋は、鴻池・住友などと共に明治１１年

８月に五代友厚らが開業した大阪株式取引所の株主仲買人

の一員であった。栄之助は、大阪市立商業学校（現大阪市

立大学）を卒業後２０歳で徴兵検査を受けて陸軍少尉に任官

したが、翌年銭屋に戻り株式業界で活躍して評判になり銭

屋２代目の株式仲買人となった。また明治３７年２月、日露

戦争で陸軍中尉として広島に勤務したが、戦後は再び銭屋

に戻ってから株式相場がうなぎ上りに上昇して繁昌した。

栄之助と渋沢栄一

　実業家としての栄之助は、当時３２歳の若さで１９０９（明治

４２）年８月、渋沢栄一が率いる渡米実業団の一行に大阪株

式業界代表の一人として参加した。栄之助は、米国では富

豪たちが公共事業に財産を投じて市民の便宜を図っている

ことに感動して自分も日本で社会事業のために寄付したい

と考えた。渡米中に父栄蔵の訃報を知りひと足先に帰国。

栄之助は、明治４３年２月寄付の相談のために尊敬する渋沢

栄一邸を訪問した。渋沢は栄之助の熱意に共鳴、寄付する

に当たり第一に実母の承諾を得ること、第二に資産を整理

してから実行すべしと進言した。栄之助は明治４４年１月、

東京株式取引所の新築落成式に招かれた際渋沢事務所を再

度訪問した。私財提供の件で２，３の案があったが栄之助

は、大阪に公会堂のような市民の大集会場がないことを痛

感して１００万円を寄付して建てたいと渋沢に相談。渋沢は

近代都市にふさわしい案として了解した。同年３月、父・

栄蔵の追善茶会が大阪府知事・高橋親章、大阪市市長・植

村俊平ら多くの政財界人が列席して大阪・北浜で開催さ

れた。この会場に同席した渋沢は栄之助の提案を初めて

公表、一仲買人での１００万円の寄付行為は全国的に評判に

なった。栄之助は、渋沢を通じて大阪市に正式に申し入れ

た。市は大阪の政財界の有力メンバーや渋沢らにより立案

委員会を設立して建設地は大阪の中心である中の島公園に

決めた。

実施設計者辰野金吾の公会堂

　大阪市は明治４４年４月、実務推進のために植村大阪市長

を理事長として渋沢や建築家辰野金吾を顧問とする財団法

人公会堂建設事務所を設立した。基本設計は懸賞募集する

ことになり審査員は辰野顧問と日本建築学会の１３名であっ

た。応募者１３名の中から最年少で弱冠３０歳の早稲田大学

教授・岡田信一郎案が当選した。実施図面は、公会堂の外

観が辰野式特有の化粧煉瓦壁に準じた岡田案を基本に辰野

と工事監督の片岡安が作り変えた。なお辰野の設計は煉瓦

外壁が主体の建物が多く１２０棟余に及び、渋沢関連の企業

の多くの建物も設計した。なお岡田は和風意匠の歌舞伎座

の設計やニコライ堂の改修などを手掛けた一流の建築家で

あった。

赤煉瓦建築の公会堂

　大阪市中央公会堂は、１９１３（大正２）年６月に着工して

１０月に定礎式を挙行、同席した渋沢は「定礎」の２文字を

揮毫した。竣工は１９１８（大正７）年１０月で工事期間は５年

創立１１０周年の
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